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はじめに 
このたびは、木村病院の地域包括ケア病棟へご入院いただくこととなりました。患者さまが安心して療

養し、住み慣れたご自宅や地域へ円滑に戻ることができるよう、医師・看護師・リハビリテーション専

門職・薬剤師・管理栄養士・医療ソーシャルワーカーなどが連携して支援します。 

本冊子には、入院中の生活、費用、面会、退院支援などの大切な事項を掲載しています。患者さまとご

家族でご一読いただき、ご不明な点は職員へお尋ねください。 

病院理念 

地域のお役に立つ病院であり続けます。 

患者さま一人ひとりの尊厳を大切にし、地域に必要とされる医療を提供します。 

 

基本方針 
1. 地域のニーズに応える医療を提供します。 

2. 患者さまに寄り添うチーム医療を目指します。 

3. きれめのないリハビリテーションを支えます。 

4. よりよいサービスを提供するための業務改善に取り組みます。 

 

看護部理念 
感性豊かなサービスですべての人に感動を与えます。 
 

患者さまの権利 
 良質な医療を公平に受ける権利：患者さまは適切な医療を公平に受ける権利があります。 
 選択の自由な権利：患者さまは、医療機関を選択する権利があります。 
 自己決定の権利：患者さまは、検査、治療計画に自ら参加し意見を表明、決定する権利があります。 
 情報を得る権利：患者さまは、その生命・身体・人格を尊重される権利があります。 
 プライバシーポリシーを保護される権利：患者さまの個人情報やプライバシーは厳守される権利があ

ります。 
 尊敬を得る権利：患者さまは、その生命・身体・人格を尊重される権利があります。 

患者さまの責務 
 自分の傷病をよく理解し、治療について医療従事者と協力していくこと 

個人情報の取り扱い 
 医療法人桂名会木村病院では、「個人情報保護に対する基本方針」に従い、患者さまの個人情報を適

切に取り扱います。 
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セカンドオピニオン 
 患者さまには、他の医療機関や主治医以外の医師の意見を求める権利があり、その求めに積極的に応

じます。遠慮なくお申し出ください。 
 

人生会議（ＡＣＰ）について 
 「人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）」とは、病気や体調の変化があったときに、

どのような治療やケアを受けたいか、どのように過ごしたいかについて、ご本人・ご家族・医療や介
護のスタッフが一緒に考え、話し合うことです。 

 例えば、こんなことを考えてみましょう 
 これからも大切にしたいことは何ですか？どこで、どのように過ごしたいですか？ 
 受けたい治療や、できれば避けたい治療はありますか？ 
 病状が変化したとき、誰に自分の思いを伝えてほしいですか？ 
 ご家族に知っておいてほしいことはありますか？ 

今すぐ決める必要はありません。人生会議は、一度決めたら変更できないものではありません。その
時の体調や生活環境、気持ちの変化に合わせて、何度でも考え直すことができます。「まだ決められ
ない」「家族と相談してから考えたい」ということも大切な意思です。 

 木村病院では、患者さんの思いを大切にします。 
 患者さんが大切にしていることや希望を伺いながら、今後の治療や療養生活について一緒に考えてい

きます。 
 

本冊子について 

診療報酬制度、感染症の流行状況、院内運用などにより、掲載内容を変更する場合があります。最新

の内容は、院内掲示または職員からのご案内をご確認ください。 
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1 地域包括ケア病棟について 
地域包括ケア病棟とは 
急性期の治療を終えて病状が安定した患者さまや、在宅療養中に一時的な入院医療が必要となった患者

さまに対し、治療・看護・リハビリテーション・退院支援を一体的に提供する病棟です。 

木村病院の地域包括ケア病棟が担う役割 

急性期治療後の受け入れ 

急性期病院での治療後、すぐにご自宅や施設へ戻ることに不安がある方を受け入れます。 

在宅復帰支援 

身体機能や日常生活動作を整え、退院後の医療・介護サービスを調整します。 

在宅療養中の受け入れ 

ご自宅や施設で療養中に病状が変化した場合、かかりつけ医などと連携して受け入れを検討します。 

ご家族・介護者への支援 

介助方法の練習や相談、必要に応じた一時的な入院について検討します。 

入院対象となる方の例 
 急性期治療後、もう少し治療や経過観察が必要な方 
 自宅復帰に向けたリハビリテーションが必要な方 
 服薬、食事、排せつ、移動などの生活管理を整える必要がある方 
 退院後の介護サービスや住環境の調整が必要な方 
 在宅療養中に病状が変化し、入院治療が必要な方 
 介護者の事情などにより一時的な入院が必要な方 

入院期間 
地域包括ケア病棟入院料を算定できる期間は、制度上、原則として 60 日が上限（概ね 30 日の入院）で

す。実際の入院期間は、患者さまの病状、治療内容、リハビリテーションの進行、退院先の準備状況な

どを踏まえて主治医が判断します。 

 

早期から退院を一緒に考えます 

入院時から患者さま・ご家族と退院後の暮らしについて話し合い、必要な医療・介護サービスや住環

境を整えます。 

 



5 

2 入院から退院までの流れ 

1 入院時 病状、生活状況、介護サービス、ご自宅の環境、患者さま・ご家族の希望

を確認します。 

2 入院初期 多職種で評価を行い、治療・看護・リハビリ・栄養・退院支援の計画を作

成します。 

3 入院中から退院

まで 

必要な治療を行いながら、日常生活動作の練習、服薬・栄養・介護指導を

進めます。 

ご家族との面談、退院前カンファレンス、福祉用具・住宅改修・介護サー

ビスなどを調整します。 

5 退院 主治医が退院可能と判断し、退院後の医療・介護体制が整った段階で退院

となります。 

入院中に行う主な支援 
 患者さま・ご家族との面談 
 介助方法の説明・練習 
 ご自宅の生活環境の確認 
 福祉用具・住宅改修の検討 
 ケアマネジャーや介護事業所との調整 
 訪問診療・訪問看護・訪問リハビリなどの調整 
 施設入所や転院に向けた調整 

ご家族との情報共有 

医師説明やカンファレンスの日程は、病棟職員からご案内します。ご家族間で連絡窓口となる方をお

決めください。 
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3 入院手続きと必要書類 
入院当日は、指定された時間までに 1 階受付へお越しください。保険資格、連絡先、入院に必要な書類

を確認します。 

ご提示・ご提出いただくもの 
 診察券（お持ちの方） 
 マイナンバーカードまたは資格確認書 
 各種医療証・限度額適用認定証 
 介護保険証・介護保険負担割合証 
 他院の退院証明書（該当する方） 
 紹介状・診療情報提供書 
 現在使用している薬・お薬手帳 
 入院申込書兼誓約書 
 個人情報の取り扱いに関する書類 
 病院から指定されたその他の書類 

保険資格の確認 

入院時および必要に応じて毎月確認します。保険資格、住所、連絡先などに変更があった場合は、速

やかに受付または病棟職員へお知らせください。 

 

緊急連絡先・ご家族代表者 
緊急時の連絡や退院調整を円滑に行うため、連絡の取れる方を登録してください。病状説明を受けるご

家族の代表者も、あらかじめ決めていただくようお願いします。 

お薬の確認 
内服薬だけでなく、目薬、塗り薬、貼り薬、吸入薬、注射薬、市販薬、健康食品、サプリメントなど、

現在使用しているものをすべてお持ちください。入院中は主治医が確認し、病院で管理します。患者さ

まの判断で服用・中止しないでください。 
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4 入院時にお持ちいただくもの 
大切なお願い 

すべての持ち物に、患者さまのお名前をフルネームでご記入ください。 

衣類・日用品 
 パジャマ・寝間着（動きやすい衣類） 

 肌着・下着・靴下 
 バスタオル 2～3 枚、フェイスタオル 4～6 枚 
 マスク（使い捨てタイプ）、ティッシュペーパー 
 歯ブラシ、歯磨き粉、コップ 
 入れ歯ケース、入れ歯洗浄剤 
 ヘアブラシ、電気シェーバー、シャンプー、ボディソープ 
 イヤホン（TV を契約された方には１個提供します） 
 滑りにくく、かかとのある履物 
 洗濯物を入れる袋 

入院セット 
 衣類、タオル類、日用品をレンタルでご利用いただける「入院セット」があります。私物の持ち込み

や洗濯物の受け渡しを減らすことができます。費用はレンタル業者から契約者へ請求されます。詳細

は病棟看護師へお尋ねください。 

入院セットを利用しない場合入院セット 
 バスタオル 2～3 枚、フェイスタオル 4～6 枚、運動着、パジャマ、肌着、下着、靴下を各 2～3 着程

度、洗濯物入れをご用意ください。患者さまの状態により多めにお願いする場合があります。 

  

リハビリテーション用の履物 

かかとを覆い、滑りにくく、着脱しやすい靴をご用意ください。スリッパやサンダルは転倒の危

険があるため使用できません。 

持ち込みを控えていただくもの 
 多額の現金、通帳、印鑑、貴金属などの貴重品 
 剃刀、カッターナイフ、はさみなどの刃物 
 電気ポット、電気毛布、加湿器、調理器具など 
 酒類、ノンアルコール飲料、たばこ類 
 生花・鉢植え 
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※セーフティ・ボックス 
貴重品や現金などは、部屋に備え付けの金庫（セーフティ・ボックス）を必ずご利用ください。 
必要以上の貴重品や多額の現金の持ち込みはご遠慮ください。紛失・盗難などの被害が発生しても、補
償はできませんのでご了承ください。 
 

メガネ・補聴器・義歯 

入院時に職員へお知らせください。専用ケースを準備し、ケースにも必ずお名前をご記入ください。

紛失・破損について病院では責任を負いかねる場合があります。 

5 入院中の生活 
1 日の生活時間（目安） 

6:30 起床 

7:45 頃 朝食 

12:00 頃 昼食 

18:00 頃 夕食 

21:30 消灯 

診療、検査、リハビリテーション、入浴などの予定により時間が前後することがあります。 

テレビ・ラジオ・スマートフォン 
 テレビやラジオはイヤホンをご使用ください。 
 スマートフォンはマナーモードに設定してください。 
 病室内での通話は原則としてお控えください。 
 夜間・早朝の通話や音の出る機器の使用はお控えください。 
 Wi-Fi の利用方法は病棟職員へお尋ねください。 

他の医療機関の受診 
入院中に患者さまやご家族の判断だけで他の医療機関を受診することは原則としてできません。予約が

ある場合や薬が不足する場合は、必ず事前に病棟職員へご相談ください。 
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6 リハビリテーション 
患者さまの病状や退院後の生活目標に応じて、医師の指示のもとでリハビリテーションを行います。 

主な内容 
 起き上がり、立ち上がり、歩行の練習 
 食事、着替え、排せつ、入浴などの日常生活動作の練習 
 筋力、体力、バランス能力の維持・向上 
 言葉や飲み込みに関する評価・練習 
 自宅での生活を想定した動作練習 
 車いす、歩行器など福祉用具の選定 
 ご家族への介助方法の説明・練習 

日常生活そのものがリハビリです 

訓練室での練習だけでなく、食事、着替え、排せつ、移動など病棟での生活も大切な練習です。安全

に配慮しながら、ご自身でできる動作は行っていただくことがあります。 

 

実施時間・中止について 
内容や実施時間は、病状、体力、治療計画などによって異なります。体調不良、検査、処置などによ

り、予定を変更または中止することがあります。 

退院後を見据えた支援 
必要に応じて、ご自宅の段差や動線、トイレ・浴室の環境を確認し、福祉用具や住宅改修、介護サービ

スの利用を検討します。 

  



10 

7 食事・入浴・洗濯・理髪 
食事 
患者さまの病状、飲み込みの状態、栄養状態に応じて、医師の指示に基づいた食事を提供します。 

 朝食 7:45、昼食 12:00、夕食 18:00 を目安に提供します。 

 食事療養費の標準負担額は 1 食 550 円（税込）です。 

 医師の許可がある場合、選択メニューを別途 55 円（税込）で申し込めます。 

＊食事療養費は所得区分により金額が異なる場合があります。 

 衛生管理と治療上の理由から、食事の持ち込みは原則禁止です。 

 持ち込みを希望する場合は、事前に医師または看護師へご相談ください。 

 食物アレルギーがある場合は入院時に必ずお知らせください。 
 欠食が必要な場合は、定められた時間までに病棟職員へお申し出ください。 

 外出・外泊時の欠食については、前日の午後 4 時までに看護師にお申し出下さい。 当日のお申
し出の場合はお食事代を請求させて頂くことがあります。 

  主治医の許可がない場合、病院食以外の飲食はご遠慮下さい。また治療の為に食事が中止にな
る場合がありますので 主治医の指示に従って下さい。 

 主治医の許可があれば、別途料金にて「ゼリー」「ヨーグルト」「野菜ジュース」等を提供さ 

せて頂きます。(提供方法には条件がございます)  

入浴 
主治医の許可と患者さまの体調に基づいて実施します。状態に応じて、一般浴、介助浴、機械浴、清拭

など安全な方法を選択します。 

入浴日、時間については看護師よりご案内致します。   

洗濯 
衣類・タオルの洗濯は、患者さま又はご家族にお願いします。4 階・5 階のコインランドリーをご利用い

ただけます。コインランドリーの使用を希望される方は、病棟職員へご相談ください。原則、病棟内

移動が自立し自身で 操作できる方しかご利用できません。（職員が代行することはありません。） 

利用時間 9:00～20:00 

洗濯機 1 回 200 円 

乾燥機 30 分 100 円 

洗剤のご準備をお願いします。（当院でも販売しています） 

両替機がありませんので、100 円硬貨のご用意をお願い致します。 
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理髪 
入院中の理髪をご希望の患者さまは、スタッフステーションまでお申し出下さい。 料金は下記の通りで

す。 理髪代 １，９８０円／回（税込） 料金については入院費と一緒にご請求させて頂きます。  

月 2 回(第 1・3 木曜日)となっております。 

 

8 病室・設備・入院費用等 
病室 
病状、治療上の必要性、感染対策、病床運用などにより、病室やベッドの位置を変更する場合がありま

す。 

大部屋の設備 
 テレビ：1 日 385 円（税込）イヤホンを提供しますのでイヤホンをご使用ください。 

 冷蔵庫：1 日 385 円（税込） 

 ラジオはイヤホンをご準備ください。 

携帯電話について 
 大部屋での携帯電話のご利用はご遠慮ください。携帯電話ご利用の場合は、他の患者さまのご迷惑に

ならないようにご配慮ください。通話される場合は各階に設置したスペースにてお願いしておりま
す。 

請求とお支払い 
 1 日～15 日分：当月 20 日頃に請求書発行 
 16 日～月末分：翌月 10 日頃に請求書発行 
 請求書発行後、原則 10 日以内にお支払いください。 
 退院時は原則として退院当日に精算してください。 
 予定退院の患者さまには、午前 9:30 の退院をお願いしております。お迎えは 9:00 頃のご来院をお願

いします。 

窓口時間 

平日 9:00～19:00／土日祝 9:00～16:00 

休日や院内運用により変更する場合があります。 

お支払いにはクレジットカードがご利用いただけます。 

高額療養費等についてのご相談もこの時間帯にお願いします。 
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9 面会・外出・外泊 
通常の面会時間 
平日 13:30～19:45 

土日祝 13:30～17:00 

面会時間は変更する場合があります 

感染症の流行状況や院内運用により、面会時間、人数、場所などを変更・制限する場合があります。

来院前に最新情報をご確認ください。 

面会時のお願い 
 1 階受付で面会手続きを行ってください。 
 病棟への入室には貸出用 IC カードが必要です。退館時に返却してください。 
 発熱、咳、鼻水、のどの痛み、嘔吐、下痢などの症状がある方は面会をご遠慮ください。 
 手指消毒と、必要に応じてマスク着用にご協力ください。 
 院内での飲食、大人数・長時間の面会はお控えください。 
 リハビリ、入浴、検査、処置などを優先します。 
 電話による詳しい病状のお問い合わせにはお答えできない場合があります。 

ＩＣカードによる入退出についてのお願い 
 入院患者さまの安全を確保するために、病床には入室制限があります。不特定多数の人が病棟には入

れないシステムとなっております。 
 お見舞い・面会等で病棟へ上がられる場合はＩＣカードが必要になります。１階受付カウンターにて

ＩＣカードを貸出します。お帰りの際には１階カウンターへお戻しください。 

外出・外泊 
主治医の許可が必要です。ご希望の場合は、事前に所定の許可願にて主治医もしくは看護師にお申し出

ください〈原則１泊２日〉。病状、治療予定、感染症の流行状況などにより許可できない場合がありま

す。無断外出・無断外泊は、安全確保のためご家族や警察などへ連絡する場合があります。 
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10 安全対策・感染対策・禁止事項 
患者さまの確認 
検査、処置、投薬などの際には、安全確認のためお名前と生年月日を名乗っていただきます。入院中は

原則としてネームバンドを着用してください。 

転倒・転落の防止 
 移動に不安がある場合は、ナースコールで職員をお呼びください。 
 滑りにくく、かかとのある履物をご使用ください。スリッパの使用は禁止しています。 
 ベッド周辺を整理し、床に物を置かないでください。 
 車いすや歩行器は、職員の説明に従って使用してください。 
 安全のため、離床を知らせる機器を使用する場合があります。 

非常時 
 避難経路を必ずご確認ください。 
 災害などが万が一発生した場合は、職員の避難誘導に従い落ち着いて行動してください。 
 何らかの異常を発見された場合は、速やかに職員へお知らせください。 

感染対策 
 病室への出入りの際は手指消毒をしてください。 
 発熱、咳、下痢、嘔吐などの症状がある場合は、速やかに職員へお知らせください。 
 病室外でマスクの着用をお願いする場合があります。 
 感染対策上、病室の移動、面会・外出・外泊の制限を行う場合があります。 

禁止事項 
 敷地内での喫煙（電子・加熱式たばこを含む） 
 飲酒、酒類・ノンアルコール飲料の持ち込み 
 暴力、暴言、威嚇、脅迫、ハラスメントなどの迷惑行為 
 許可のない撮影、録音、録画、SNS への投稿（※） 
 危険物、刃物、火気類の持ち込み 
 宗教・政治活動、物品販売、勧誘行為 
 薬や食品を他の患者さまへ渡す行為 
 無断外出・無断外泊 
 診療や病院業務を著しく妨げる行為 

 職員に対して執拗な解決しがたい要求を繰り返す行為 

 建物、設備又は機器等を汚したり、又は壊したりする行為 

 その他、当院の管理・運営に重大な支障をきたす行為 

（※）院内での写真・動画撮影等の原則禁止 
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当院では、患者さまや職員のプライバシー及び個人情報を保護するため、許可なく撮影（写真、

録画等）及び 録音等を行うことを禁止しています。撮影をご希望の方は職員にお申し出くださ

い。禁止行為が判明した場合は、データを削除させて頂きます。 また、撮影した写真や動画や

録音等を SNS 等に投稿することを原則禁止しています。撮影した写真等をＳＮＳ等に無許可で

公開し問題が発生した場合は、投稿者の責任であり、当院は一切責任を負いません。 

ルールを守っていただけない場合 

他の患者さまや職員の安全を確保できない場合は、警察への通報、退院、転院などをお願いすること

があります。 

 

11 退院支援と相談窓口 
地域包括ケア病棟では、入院時から退院後の生活を見据えて、多職種で支援します。 

主な退院支援 
 退院先についての相談 
 介護保険の申請・変更手続きの支援 
 ケアマネジャーとの連携 
 訪問診療・訪問看護・訪問リハビリの調整 
 通所介護・通所リハビリの調整 
 福祉用具の選定・住宅改修の検討 
 施設入所や転院に関する相談 
 服薬管理・栄養管理の指導 
 退院前カンファレンス 
 ご家族への介助指導 

相談窓口 
 医療費・高額療養費に関すること 
 介護保険や福祉制度に関すること 
 退院後の生活や在宅サービスに関すること 
 施設入所や転院に関すること 
 ご家族の介護負担に関すること 
 病院へのご意見、ご要望、苦情 
 個人情報や診療記録に関すること 

まずはお声がけください 

病棟看護師または医療ソーシャルワーカーが相談をお受けします。相談内容はプライバシーに配慮し

て対応します。 
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ご意見箱 
院内にご意見箱を設置しています。回答を希望される場合は、お名前と連絡先をご記入ください。いた

だいたご意見は、医療・サービスの改善に活用します。 

 

12 職員の役割とご家族へのお願い 

職種 主な役割 

医師 病状を診断し、治療方針や退院時期を決定しま

す。 

看護師 病状の観察、医療処置、服薬管理、日常生活援

助、退院指導を行います。 

看護補助者・介護職員 食事、排せつ、入浴、移動などの日常生活を支援

します。 

理学療法士 起き上がり、立ち上がり、歩行などの基本動作を

支援します。 

作業療法士 着替え、食事、排せつ、家事などの生活動作を支

援します。 

言語聴覚士 言葉によるコミュニケーションや飲み込みを支援

します。 

薬剤師 薬の内容、服用方法、副作用、退院後の管理を支

援します。 

管理栄養士 病状や栄養状態に応じた食事管理・栄養指導を行

います。 

医療ソーシャルワーカー 退院後の生活、医療費、介護保険、施設入所など

の相談をお受けします。 

事務職員 入院手続き、保険確認、入院費請求、各種文書の

受付を行います。 

ご家族へのお願い 
 入院時から退院後の生活について一緒にご検討ください。 
 面談や退院前カンファレンスへの参加をお願いします。 
 必要に応じて介助方法の練習にご参加ください。 
 衣類・日用品の補充、洗濯にご協力ください。 
 保険証・各種認定証の更新や提出をお願いします。 
 連絡先が変更になった場合は速やかにお知らせください。 
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 患者さまに関する連絡は、原則としてご家族の代表者を通じて共有してください。 
 身元引受人を必ずご記入ください。 
 患者さまご本人が入・退院などの手続きを自ら行えない場合は、身元引受人などの代行者をお決めく

ださい。 

13 交通・駐車場 
所在地・連絡先 

医療法人桂名会 木村病院 

〒465-0087 

名古屋市名東区名東本通 2 丁目 22 番地 1 

代表電話：052-781-1119 

 

公共交通機関 
地下鉄東山線「星ヶ丘駅」から徒歩圏内です。バスの運行状況や最寄り停留所は、各交通機関の最新情

報をご確認ください。 

市バス 地下鉄星ヶ丘駅 1 番出口から③・④のバス停より ③幹星丘 1 高針経由 梅森荘行 右まわり極楽経

由 星ヶ丘行 左まわり極楽経由 星ヶ丘行 ④幹星丘 2 西山小学校経由 地下鉄植田行 左まわりに視座 星ヶ

丘行 星丘 12：鴻ノ巣経由 地下鉄植田行 星丘 13：植田山経由 杁中行 「西山本通 1 丁目」または「名東

本通 2 丁目」 下車 
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駐車場 

 

病院周辺の提携コインパーキング （①らくらくパーキング、②アイペック駐車場、③三井のリパー

ク）と④木村病院駐車場をご利用ください。 

 提携駐車場は 3 時間無料です。お帰りの際に受付または各階スタッフステーションで利用時間をお伝

えいただき、駐車サービスをお受けください。 

 病院玄関前駐車場は送迎用です。長時間の駐車はご遠慮ください。 

 玄関前駐車場は平日 20:00、土日祝日 17:15 に閉鎖します。 

入院手続き、面会、入退院の送迎などで来院された方には、所定の手続きにより原則 3 時間までの無料

サービスを行う場合があります。らくらく駐車場は病棟でもサービス券をお渡しできます。らくらく

駐車場およびそれ以外の駐車券は受付でご確認ください。 

利用時のお願い 
 正面玄関前は患者さまの乗降スペースです。長時間駐車はご遠慮ください。 
 駐車場ごとに利用時間・提携条件が異なる場合があります。 
 閉鎖時間を過ぎると出庫できない場合があります。 

駐車場の利用時間（目安） 

平日 20:00 頃まで／土日祝 17:15 頃まで 

最新の利用条件は来院時にご確認ください。 

 

 

 

 

 



18 

おわりに 

・ 退院後に病状が変化した場合は、退院時に案内された医療機関またはかかりつけ医へご相談くだ

さい。緊急性が高い場合は、119 番へ連絡してください。 

・ 木村病院では、患者さまが安心して治療と療養に専念し、住み慣れた地域での生活へ戻ることが

できるよう、職員一同で支援します。ご不明な点やご心配なことは、いつでも職員へご相談くだ

さい。 

 

お問い合わせ 

医療法人桂名会 木村病院 

〒465-0087 名古屋市名東区名東本通 2-22-1 

TEL 052-781-1119（代表） FAX 052-781-0119 

ホームページ https://www.keimeikai.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


